
（表）JESRECスコア

好酸球性副鼻腔炎の診断基準
〈診断基準：JESRECスコア〉

① 病側：両側…………………………
② 鼻茸あり……………………………
③ CTにて篩骨洞優位の陰影あり …
④ 末梢血好酸球（％）
  2 ＜ ≦ 5…………………………
  5 ＜ ≦ 10 ………………………
10 ＜………………………………
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は
じ
め
に

　

近
年
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
の
中
で
も
、

好
酸
球
の
著
明
な
浸
潤
を
伴
い
、

再
発
を
繰
り
返
し
や
す
い
難
治
性
の

タ
イ
プ
と
し
て
「
好
酸
球
性
副
鼻

腔
炎
（E

o
sin
o
p
h
ilic

C
h
ro
n
ic

R
hinosinusitis

：EC
R
S

）」が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

EC
R
S

は
、
従
来
型
の
副
鼻
腔
炎
と

は
異
な
る
病
態
を
持
ち
、
特
に
気
管
支

喘
息
や
ア
ス
ピ
リ
ン
不
耐
症
を
合
併
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
耳
鼻
咽

喉
科
の
み
な
ら
ず
呼
吸
器
内
科
や
ア
レ

ル
ギ
ー
科
な
ど
と
の
連
携
が
重
要
な
疾

患
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
のEC

R
S

は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
治
療

や
手
術
後
に
も
再
発
を
繰
り
返
す
な

ど
、
従
来
の
治
療
法
で
は
十
分
に
対
応

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
患
者
さ
ん
の

Q
O
L
（
生
活
の
質
）
に
も
大
き
く
影

響
し
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
好
酸
球
性
副
鼻
腔

炎
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
、
疫
学
、
診

断
、
治
療
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

疾
患
の
特
徴

EC
R
S

は
、
い
わ
ゆ
る
「
鼻
茸
」
を

伴
う
慢
性
副
鼻
腔
炎
の
一
つ
の
タ
イ
プ

で
す
。
特
徴
は
、
鼻
腔
内
の
粘
膜
や
分

泌
物
に
お
い
て
、
好
酸
球
と
い
う
白
血

球
の
一
種
が
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
の
好
酸
球
の
浸
潤
が
強
い

炎
症
を
引
き
起
こ
し
、
慢
性
的
な
鼻

閉
、
嗅
覚
障
害
、
後
鼻
漏
（
の
ど
に
流

れ
る
鼻
汁
）
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

E
C
R
S

は
、
鼻
茸
が
再
発
し
や
す

く
、
多
発
性
に
認
め
ら
れ
る
の
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、
炎
症
が
副
鼻
腔
全
体
に

広
が
る
た
め
、
手
術
で
一
時
的
に
症
状

が
改
善
し
て
も
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
再
び
鼻
茸
が
増
大
し
、
症
状
が
ぶ
り

返
す
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

病
態
と
し
て
は
、
外
界
か
ら
の
刺
激

で
免
疫
反
応
が
起
こ
り
、
イ
ン
タ
ー
ロ

イ
キ
ン
（
I
L
）-
4
、
I
L-

5
、

I
L-

13
と
い
っ
た
、
2
型
サ
イ
ト
カ

イ
ン
が
誘
導
さ
れ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

2
型
炎
症
がEC

R
S

の
病
態
に
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、EC

R
S

の
患
者
さ
ん
の
多
く

が
気
管
支
喘
息
や
ア
ス
ピ
リ
ン
不
耐
症

（A
ER
D

）
を
合
併
し
て
お
り
、
耳
鼻

咽
喉
科
単
独
で
の
治
療
が
難
し
い
例
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
呼

吸
器
内
科
や
ア
レ
ル
ギ
ー
科
な
ど
、
他

診
療
科
と
の
チ
ー
ム
医
療
が
非
常
に
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
2
0
1
5

年
に
は
難
病
指
定
（
指
定
難
病

3
3
2
）
を
受
け
、
医
療
費
助
成
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

疫
学
と
背
景

　

日
本
に
お
い
て
は
、
鼻
茸
を
伴
う
慢

性
副
鼻
腔
炎
の
う
ち
約
50
％
前
後
が
好

酸
球
性
副
鼻
腔
炎
で
あ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る

疾
患
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
鼻
茸
を
伴
う
慢
性

副
鼻
腔
炎
の
お
よ
そ
半
数
がEC

R
S

で

あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
欧
米
で
は
大
多

数
がE

C
R
S

で
あ
る
と
の
報
告
も
あ

り
、
人
種
や
地
域
に
よ
っ
て
病
態
に

違
い
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、EC

R
S

は
従
来
の
副

鼻
腔
炎
と
は
異
な
る
慢
性
・
全
身
性
の

好
酸
球
性
炎
症
疾
患
と
し
て
の
位
置
づ

け
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

診
断
の
ポ
イ
ン
ト

E
C
R
S

の
診
断
に
は
、
症
状
・
画

像
・
血
液
検
査
・
病
理
組
織
な
ど
、
複

数
の
情
報
を
総
合
し
て
判
断
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
多
施
設
共
同
研
究
で
診
断
の
た

め
に
作
成
さ
れ
たJ

E
S
R
E
C

ス
コ
ア

（
表
）
は
、
臨
床
現
場
で
の
診
断
の
助

け
と
な
る
重
要
な
指
標
で
す
。

「好酸球性副鼻腔炎（ECRS）」についてご説明します。

JES
R
EC

ス
コ
ア
で
合
計
11
点
以
上

を
示
し
、
か
つ
鼻
茸
組
織
中
好
酸
球
数

（
4
0
0
倍
視
野…

視
野
数
22
）
が
70

個
以
上
存
在
し
た
場
合
、EC

R
S

の
確

定
診
断
と
な
り
ま
す
。

　

画
像
検
査
で
は
、
篩
骨
洞
に
病
変
が

集
中
す
る
「
篩
骨
洞
優
位
型
」
が
特
徴

的
で
、
上
顎
洞
を
主
と
す
る
一
般
的
な

副
鼻
腔
炎
と
は
異
な
る
パ
タ
ー
ン
を
示

す
こ
と
が
多
い
で
す
。

治
療
戦
略

EC
R
S

の
治
療
で
は
、
内
視
鏡
下
副

鼻
腔
手
術
（
E
S
S
）
が
第
一
選
択
と

な
り
、
手
術
に
よ
り
鼻
腔
内
の
通
気
性

を
改
善
し
、
排
膿
を
促
進
す
る
こ
と
が

目
的
と
な
り
ま
す
。
特
にE

C
R
S

で

は
、
骨
隔
壁
を
可
能
な
限
り
除
去
す
る

こ
と
が
再
発
の
抑
制
に
有
効
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、EC

R
S

は
手
術
単
独
で
は

再
発
率
が
高
く
、
術
後
管
理
が
極
め
て

重
要
で
す
。
手
術
後
は
、
点
鼻
ス
テ
ロ

イ
ド
、
鼻
洗
浄
、
定
期
的
な
内
視
鏡

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
、
継
続
的
な
保

存
療
法
を
並
行
し
て
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
近
年
で
は
、
生
物
学
的
製
剤

の
登
場
に
よ
っ
て
、
重
症
例
に
対
す
る

新
た
な
治
療
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
以
下
の
製
剤
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
デ
ュ
ピ
ル
マ
ブ
（
I
L-

4
／
I
L-

13
阻
害
薬
）

●
メ
ポ
リ
ズ
マ
ブ
／
ベ
ン
ラ
リ
ズ
マ
ブ

（
I
L-

5
阻
害
薬
）

　

こ
れ
ら
の
生
物
学
的
製
剤
は
、
病
態

と
し
て
挙
げ
た
2
型
炎
症
を
抑
え
る
効

果
が
あ
る
た
め
、
従
来
の
治
療
で
効
果

が
得
ら
れ
な
い
場
合
や
、
再
発
を
繰
り

返
す
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
有
望
な
治

療
手
段
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
は
、
単
な
る
鼻

の
病
気
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
身
の
炎
症

性
疾
患
と
密
接
に
関
わ
る
新
し
い
病
態

で
す
。
適
切
な
診
断
と
治
療
を
行
う
こ

と
で
、
患
者
さ
ん
の
Q
O
L
を
大
き
く

改
善
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
み

な
ら
ず
、
呼
吸
器
内
科
や
ア
レ
ル
ギ
ー

科
な
ど
、
多
職
種
連
携
に
よ
る
診
療
体

制
が
求
め
ら
れ
ま
す
。EC

R
S

に
対
す

る
理
解
が
よ
り
一
層
進
み
、
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
治
療
が
届
け
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

耳鼻咽喉科 科長

栗山 将一
くりやま まさかず

こ
う
さ
ん
き
ゅ
う

こ
う
さ
ん

せ
い
ふ
く

び

は
な
た
け

し
こ
つ
ど
う

こ
う
び
ろ
う

く
う
え
ん

き
ゅ
う

好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎

（E
C
R
S

）に
つ
い
て

こ
ち
ら
か
ら『
こ
ん
に
ち
は
診
察
室

で
す
。』の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

きょうは
耳鼻咽喉科
です
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